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Fig.１０.ローズマリーノヲＤｓｍａ"nusｏﾉﾘ７℃/､a"ｓのＧＣ－ＭＳクロマトグラム
〔q-pinene(1),sabinene(2),1,8-cineoIe(3),linalooI(4)，camphor(5),bomeoI(6),terpinen-4-oI(7),dihydro
carveoI(8),bornyIacetate(9),ａｎｄβ-caryophylIene(10).〕
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TablelOは精油ローズマリーRQama伽zJs
肋cmaZis含まれる主な化合物についてまと
めて示した．この結果より主成分は1,8-cineole
６２．８２％，ｃａｍｐｈｏｒｌ２､４０％，ｓａｂｉｎｅｎｅ 
805％，a-pinene5､27％であり，他にはβ
-ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｅｎｅ３､５７％，ｂｏｒｎｅｏ１３．３１％， 
bornylacetate1.05％，linaloolO､87％おとび
terpinen-4-o10.76％が検出された．この結果
は1,8-cineoleの含有率が高い典型的精油であ
る．
Table１０．精油ローズマリーRCS"､α伽"ＳｃリグiciMiSの成分
化合物 Rt(、）補正Rt(、)文献Rt(min）含有率(％
a-pinene(1) 
sabinene(2) 
L8-cineole(3) 
linalool(4) 
camphor(5) 
bomeol(6) 
telpmen-4-ol(7) 
dihydrocarveol(8) 
bornylacetate(9) 
４．６０ 
５．６８ 
７．２７ 
9.63 
11.38 
12.38 
12.77 
13.35 
17.07 
５．７５ 
７．０２ 
8.87 
11.32 
13.53 
1464 
15.04 
15.70 
19.7０ 
５．６２ 
６．９１ 
8.76 
11.32 
13.54 
1429 
1466 
15.45 
19.6２ 
５．２７ 
8.05 
62.82 
0.87 
12.40 
３．３１ 
０．７６ 
1.86 
105 
B-carvoDl］ ′’ 
Table､10.精油ローズマリーノヲbsmﾋﾞ3"､L心○ﾉｸﾞﾘｂ"】a"sのＧＣ－ＭＳによる主要成分の
含有率（％）＝（化合物のピーク面積）／（化合物のピーク総面積）×100
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ａ－ｐｌｎｅｎｅ 
ｖｉｉｉ）脈nZyhap｣ipe,７，ペパーミン卜：
ｍｅｎｔｈｏｌ，ｊｓｏ－ｍｅｎｔｈｏｎｅ，neoiso-
isopulegol，menthylacetate，ｌｉｍｏｎｅｎｅ 
ｉｘ）化LalzgDnJumgrz2vBo/巴nsゼラニウム：
citronellol，ｃｉｔｒｏｎｅｌｌｙｌｆｏｒｍａｔｅ， 
１inanool，geraniol，おo-menthone
x）RQsma血ｚＬｓｏﾉｶﾞcma比ローズマリー：
1,8-cineole,camphor,sabinene，a-pinene 
４．要約および考察
慣用10種類の精油をGC-MSを用いて分析
を行った．本研究の結果では，大部分の精油
はモノテルペン類，セスキテルペン類が多く
含まれていることが分かった．また，エステ
ル類，ケトン類およびオキシド類などが検出
された．以下各精油の検出された主成分につ
いてまとめて示した． 本研究の結果では，モノテルペン炭化水素
類のlimoneneは柑橘類のレモン，スイトー
オレンジおよびジュニパーの精油から多く検
出された．またa-pineneはジュニパーの精
油から多く検出された．
モノテルペンアルコール類のgeraniolはラ
ベンダー，ゼラニウムおよびイランイランの
精油に多く検出された．linaloolはラベンダ
ー，イランイランおよびゼラニウムの精油か
らcamphor,citlonellol,mentholおよびterpmen-
4-olもそれぞれの精油から検出された．
セスキテルペン類のfarnesene，β-caryo
phylleneはイランイランおよびラベンダーの
精油から多く検出された．
オキシド類の1,8-cineoleはユーカリ，ロー
ズマリーおよびティートゥリーの精油から多
く検出された．また，エステル類として
benzylbenzoate,benzylacetateおよびgeranyl
acetateなどが多く検出された．
これらの結果より，モノテルペンとセスキ
テルペンは精油の主成分であることを確認し
た．また，セスキテルペンは精油中に含まれ
る存在量はモノテルペンと比較すると，モノ
テルペンの1/3であることも確認した．
テルペンの抗菌活`性はよく知られている
ｉ）QmangZ2odb,ｚ２虚イランイラン：(ＥＥ)‐
a-farnesene，amorpha-4,7-diene，β 
-caryophyllene,linalooLbenzyl 
benzoate，geranylacetate，methyl 
benzoate 
ii）CyZmsZimonレモン：limonene,sabinene，
γ-terpinene，citral 
iii）Ｃ/hrzJssinensjsスイトーオレンジ：
１imonene，β-pinene，a-pinene， 
linalool 
iv）EzJcaZyprzJsg/DbzJ/zJsユ_力リ：
1,8-cineole，γ-terpinenol，a-pinene， 
terpinen-4-ol 
v）ノ江口｣ipenLscomz刀zmigジユーニパ：a
-pinene，１imonene，isobornylacetate， 
β‐ｐｉｎｅｎｅ，β-ｃａｒｙｏｐｈｙｌｌｅｎｅ， 
ｓａｂｉｎｅｎｅ，terpinen-4-ol 
vi）LavzmdULa肋cmaZisラベンダー：
geranioL1inalool，（E)-β-farnesene， 
β-caryophyllenQgeranylacetate， 
ｔｅｒｐｉｎｙｌａｃetate 
vii）MaLa上α“ａ"垣ｍＬ/Ｍａティートゥリー：
terpinen-4-ol，１，８－cineole，ｃｙｍｅｎｅ， 
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}ま多環式である．その中約30種が知られて
いるcaryophyllane誘導体の中でもっとも重
要なものはcaryophylleneである．近年では，
JUrglo)らはβ_caryophylleneが選択的にカン
ナビノイドCB2受容体と結合してマウスで大
麻類似性抗炎症作用を示した．この研究によ
り，痛みや炎症，アテローム性動脈硬化症，
骨粗しよう症などの治療にこの成分を利用
できることがほぼ実証された．
オキシド類の1,8-cineoleを特に含有するユ
ーカリ，ローズマリー，ティートゥリーは新
鮮な樟脳のようなにおいで，スパイシーでク
ールな味である．1,8-cineoleは炎症や痛みを
軽減することが明らかになり'1)，また，
Moteki12)らは生体外で白血病細胞を破壊しう
ることも発見した，特徴ある物質として注目
したい．
精油の化学成分は自己防衛手段の一つとし
て植物が備えていると考えられている．化合
物の構造と抗菌作用の関係を究明するために
は,今後,古くから香水などに利用される花，
木材，樹脂から抽出された精油を用いて，化
学組成や生理活性など調べるが必要があると
考えられる．
が，その他に抗真菌活性や抗ウイルス活`性に
ついても報告されている．Cobb3)らは1968
年にボンデローサマツ木部に含まれるオレオ
レジン中の化合物について，青変菌に対する
抗菌活`性を調べた．Karr4)らはlimoneneのチ
ャバネゴキブリ，イエバエ，ココクゾウ，ヒゲ
ナガハムシに対する作用を経皮,薫蒸，経口，
忌避,残効,殺卵,殺幼虫性の生物検定法で検
討した結果，リモネンの殺虫作用を認めた．
モノテルペンであるa-pineneやβ-pinene
は古くからこれらの化合物が抗菌活性を持つ
ことがよく知られている．しかし，最近，
Koide5)らは植物が自己防衛以外の目的でこ
れらの化合物を利用している可能性を示唆す
る報告を行った．Citralや1inaloolはハーブの
他に柑橘類の果皮などに多く含まれる化合物
であり，その抗カビ作用についても様々な菌
について研究されている．Gochou6)はcitral
とlinaloolが気相処理でASpe'igiZ/zLsnjm；
Ｐｅｎ/c〃/ｊｚＪｍｃｉｒｒｍｕｍ，Ｍ:yrorhecium
v巴、'α、ﾋﾖに対して抗カビ作用があることを
報告した.また,Pattnaik7)らはcitral,geranioL
linaloolを多く含むハーブの精油について，
18種の細菌，１２種のカビを用いて，その抗
菌活性を調べた結果，citralとgeraniolが広範
な微生物に対して抗菌活』性を持つことが示さ
れた．さらにテルペン類には抗炎症作用や
抗腫瘍作用，抗酸化作用，殺虫作用や昆虫忌
避作用を持つ化合物も存在している8)．テル
ペン類には人間に対する作用については，痙
蟻作用や抗不整脈作用，鎮痛作用，麻酔作用，
鎮静･催眠･抗不安作用などが知られている9)．
セスキテルペンはモノテルペン同様に植物
の精油中に含まれ，アロマテラピーでは特に
重要な物質である．大部分のセスキテルペン
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